
  【動画リリース】 

パナソニック株式会社は、同社の「ふだんプレミアム」シリーズの冷蔵庫を題材にしたウェブ動画『LOVE DISH #愛してるをカタチ

にしよう』を、2016年6月27日（月）0時より公開します。本動画は、「父の日」直前の2016年6月16日（木）に公開し、9日

後の2016年6月24日（金）時点で、YouTubeおよびFacebook、Twitterでの視聴数が合計250万回を突破した『LOVE 

DRESS #愛してるをカタチにしよう』と対になるドキュメンタリーです。 

『なんでもないふだんの中にこそ、宝物がある』という意味が込められた「ふだんプレミアム」の、これらの動画をはじめとする広告キャン

ペーンでは、もっと家族を愛するため、ふだんの暮らしをもっととくべつに、これからの家族の価値観に寄りそう家電製品を提案していま

す。 

 

父娘を対象として同社が実施した調査（※）では、父親へ愛情などの想いをカタチにして伝えていない女性（娘）が66.7％に

も上りましたが、父親の方も、57.3％が「娘に愛情をカタチにして伝えていない」と回答。本当は愛情を伝えたいと思っている父親は

72.0％にも上ることがわかりました。 

※2016年6月 パナソニック調べ 

報道関係各位 2016年6月27日 

今度は父親から娘へのサプライズ。 

ジューン・ブライドにパナソニックが贈るドキュメンタリー動画 

「LOVE DISH #愛してるをカタチにしよう」公開 
花嫁（娘）から父親へのサプライズ動画「LOVE DRESS」が視聴数２５０万回突破！ 

今度は結婚する花嫁（娘）に父親が人生初の手作り弁当で愛情をカタチに！ 

  “なんでもない毎日に感謝する気持ちを描く”というテーマのもと、花嫁（娘）が披露宴で父親にサプライズを贈る様子を追った前

作の動画『LOVE DRESS #愛してるをカタチにしよう』に対し、今回は花嫁の父親が主人公となり、普段なかなか想いを伝えられ

ない娘へ、サプライズを贈ります。サプライズで家族を驚かせたことなど、今まで一度もないという父親の演出とは、愛情たっぷりの手作

り弁当で娘の門出を祝うこと。はじめての料理にも関わらず、娘の好物のおかず選びから、レシピの勉強、食材の買い出し、調理、

盛り付けまで、家族の協力を仰ぎながら、一品一品お弁当の中身を丁寧に仕上げていきます。そして迎えた披露宴当日、手作り

弁当をプレゼントするとともに、日頃の感謝や愛情を伝える父親と、思いがけないサプライズに感動し、涙を流す娘の姿を通じて、「#

愛してるをカタチにしよう」というメッセージを印象的に伝えます。 
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▼[動画] 『LOVE DISH #愛してるをカタチにしよう（#ShowYourLove）』      
https:// www.youtube.com/watch?v=VYHpH2OW4TY    
 
▼『LOVE DISH #愛してるをカタチにしよう』 特設サイト  
https://panasonic.jp/fudan/love/dish 



動画『LOVE DISH #愛してるをカタチにしよう』概要 

■タイトル: 『LOVE DISH #愛してるをカタチにしよう』   

■公開日:2016年6月27日(月) 0時 

■URL：『LOVE DISH #愛してるをカタチにしよう』 動画  https:// www.youtube.com/watch?v=VYHpH2OW4TY 

    ：ふだんプレミアム内『 LOVE DISH #愛してるをカタチにしよう』特設サイト http://panasonic.jp/fudan/love/dish 

  ：ふだんプレミアム※サイト http://panasonic.jp/fudan/ 

  ：冷蔵庫商品サイト http://panasonic.jp/reizo/    

■『LOVE DISH ＃愛してるをカタチにしよう』ダイジェスト  
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※「ふだんプレミアム」とは… 

パナソニックが掲げる新しい家電のコンセプト。豪華や贅沢なものだけがプレミアムではなく、日常にあるくつろぎや和みなど、「なんでもないふだ 

んの中にこそ、宝物がある」といった意味が込められています。「ふだんプレミアム」では、もっと家族を愛するため、ふだんの暮らしをもっととくべつ 

に、もっとていねいにするために、これからの家族の価値観に寄りそう家電製品を提案しています。                      

娘に想いを伝
えたことがな
かった。 

嫁いでしまう
まえに、想い
を伝えたかっ
た。 

「結婚すると
聞いた時は、
まぁ嬉しかった
ですよね」
（父親） 

LOVE DISH 

「料理の経験は、
ありませんでした。
サプライズで驚
いてくれるのを、
一番期待して
作りましたね」
（父親） 

「そうですね、
料理を作ってい
る時には、たし
か切り干し大
根が好きだった
なとか、そういう
ことを思い出し
ましたね」（父
親） 

花嫁である
娘と記念写
真を撮る父。 

「二人しかいな
い娘の一人で
すし、大事な
存在であると
思ってることに、
変わりありませ
ん」（父親） 
次々に出来上
がるお弁当の
おかず。 

笑顔の娘を
静かに見守る
父親。 

妻のアドバイ
スを聞きなが
ら、レシピの
本をめくる父
親。 

「サプライズで
家族を驚かせ
たなんていうこ
とが、今まで一
度もありません
から」（母親） 
 
「慣れない包
丁を持って、頑
張って作ってく
れたっていう気
持ちは、彼女
にもしっかり伝
わると思いま
す」（母親） 

「まぁ、最後に
いい人生だった
と思えるような、
そういう結婚生
活であればい
いですよね」
（父親） 

「家族の想いが
つまったお弁当
です、これは」
（父親） 

「自分のことを
ずっと想ってくれ
てたんだなって
いう風に感じて
くれるというか、
感じてほしいっ
ていうか、そうい
う思いですね」
（父親） 

LOVE 
DISHを娘に
手渡す父親
と、思わぬサ
プライズに感
動する娘。 

想いをカタチ
にしたお弁当 

LOVE DISH
を持って、娘の
元に歩み寄る
父親。 

#愛してるをカ
タチにしよう 

なんでもない 
ふだんを、 
とくべつに。 
 
ふだんプレミアム 



動画『LOVE DISH #愛してるをカタチにしよう』概要 
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花嫁（娘）へのサプライズにあたり、お父様には家族のアルバムを見ていただきながら、娘との様々な思い出を伺いました。その

中で、撮影チームの印象に残ったのが、お父様と娘の食べ物にまつわるエピソード。食事が合わず体調を崩しがちだった娘の学

生寮時代、月に一度の面会OKの日に、家族で美味しいご飯を食べに連れ出したことや、お父様が大ファンの巨人の試合観

戦後、二人で居酒屋へ足を運んだこと、退職のお祝いに娘とそのお姉様からサプライズのディナーをプレゼントしてもらったことな

ど、にこやかな表情で振り返るお父様の姿がありました。そこでスタッフとの話し合いの中で、結婚という永い旅路の門出を迎え

る娘にぴったりのはなむけとして、披露宴の日に手作り弁当をプレゼントすることを決めたお父様。娘へのサプライズ計画は、ここ

からスタートしました。 
 

奥様によれば、「カップ麺以外、作ったことがない」という料理初心者とのこと。それでも、娘の好物を一つひとつ思い浮かべなが

ら、自分が作れるかどうか、熱心にレシピ本を開いて検討したり、何度もキッチンに立って、調理や盛り付けの練習をすること数

週間。調理中の煮物を焦がしたり、試食した野菜がまだ硬かったりした際には「一度失敗すれば、次は上手になりますよ」と、

奥様から激励を受けるなどして、少しずつ料理の腕を磨いていきました。 
 

お弁当のメニューは、昔から家族で何かお祝い事がある時、必ず食卓に出ていたというお赤飯をはじめ、おかずは切り干し大根

の煮物、豚肉の味噌漬け焼き、塩鮭の味りん漬け焼き、ブロッコリーのごま油かけ、の5品。どれも娘の好物ばかりですが、たと

えば豚肉の味噌漬け焼きは、娘の好みに配慮して、仕上げに脂身を少し落とすなど、お父様が一品一品に愛情を込めて作っ

ていることが伝わってくる中身でした。失敗を繰り返しながら、毎日一品ずつ作っては、美味しさと鮮度を保つ微凍結パーシャル

に保存。披露宴当日に盛り付けを終え、「時間はかかったけど、家族の想いが詰まったお弁当。これなら娘も喜んでくれるはず」

とお父様。ついに、完成したお弁当を届ける瞬間がやって来ました。 
 

披露宴当日、親子の思い出がいっぱいの洋服で仕立てた、花嫁からお父様へのサプライズ“LOVE DRESS“を着た娘と一緒

に記念写真を撮影した後、お父様から娘へのサプライズがスタート。頑張ってお弁当を作る様子を撮影したVTRを見て、涙ぐ

む娘。そこに部屋の扉がスッと開き、お弁当を大事に抱えて、娘の方へ歩み寄る父。娘はドキドキしながらお弁当の蓋を開け

て・・・この続きは動画をご覧ください。 

【撮影エピソード】 



よく伝えている

10.7％

時々伝えている

32.0％
あまり伝えていない

50.0％

伝えていない

7.3％

参考資料 アンケート調査結果概要 
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＜アンケート調査結果サマリ＞ 

   本音ではもっと愛情を伝えたい。言葉よりも行動でカタチにする方が取り組みやすい。 

  本音では「娘にもっと愛を伝えたい」（72.0％）と感じている。取り組みやすいのは、愛を言葉でカタチにすることよりも、 

   行動でカタチにすること（70.4％）。父親も娘も、言葉より行動で、愛してるをカタチにしたい。 

娘に対する調査では、父親に愛情など想いを伝えるこ

とはあるかを聞くと、「伝えていない」娘が66.7％となって

いましたが、父親に同じことを聞くと、「あまり伝えていな

い」（50.0％）、「伝えていない」（7.3％）を合わせ

た「伝えていない」は計57.3％で、父親と娘は、お互い

に想いを伝えあっていないようです[図1]。 

  娘に「愛情など想いをカタチとして伝えられて 

  いない」父親は、57.3％。 

「伝えていない」 
計57.3％ 

[図1] 
愛情など想いを 
伝えることはあるか 
＜父親＞ 

父全体 N=150 

   父親が娘への愛情をカタチにして伝えていない最大の理由は「そんな習慣がないから」。 

  娘に想いを伝えない理由は、「そんな習慣がないから」（69.8％）、「どう伝えていいかわからないから」（27.9％）、 

  「恥ずかしいから」（23.3％）。 

   娘同様、父親の57.3％が娘に愛情など想いをカタチにして伝えられていない。 

 娘に対して、愛情など想いをカタチにして伝えていない父親、57.3％。娘に対する調査では、父親に想いを伝えていない 

  娘は66.7％であったことから、父親と娘は、お互いに想いをカタチとして伝えられていない。 

「そもそも料理を作らない」「娘には料理を作らない」父親が多くを占める。 

 父親は娘のために料理をほとんど作らない。「そもそも料理を作らない」（26.7％）、 「料理を作るが、娘には作らない」 

 （43.3％）を合わせ、計70.0％が作っていない。 

今回の動画 『LOVE DISH #愛してるをカタチにしよう』 の公開に当たり、家族に愛をカタチとして伝えているかなどをテーマとし

たアンケート調査を、娘である20代女性と、20代女性を娘に持つ父親を対象に実施しました。 

 
■実施時期：2016年6月3日（金）～6月6日（月） ■調査手法：インターネット調査  

■調査対象：日本全国の20代女性150名、及び20代女性を娘に持つ父親150名 



よくある

10.7％

時々ある

19.3％

料理を作るが、

娘には作らない

43.3％

そもそも

料理を作らない

26.7％

伝えたいと思う

72.0％

伝えたいとは

思わない

28.0％

行動

20.4％

どちらかというと

行動

50.0％

どちらかというと

言葉

24.1％

言葉

5.6％

69.8％

27.9％

23.3％

0％ 40％ 80％

そんな習慣が

ないから

どう伝えていいか

わからないから

恥ずかしいから

娘に愛情など想いをカタチとして伝えていない理由を聞

くと、「そんな習慣がないから」（69.8％）が圧倒的で、

以下「どう伝えていいかわからないから」（27.9％） 

「恥ずかしいから」（23.3％）などがあげられました[図

2]。 

  父親が娘への愛情をカタチにして伝えていない最大の理由は「そんな習慣がないから」。 

そんな父親たちですが、本音では「もっと娘に愛情を伝えた

いと思う」（72.0％）と7割が回答［図4］。言葉と行動、

どちらの方が愛情をカタチとして伝えやすいかを聞くと、「行

動」（20.4％）、「どちらかというと行動」（50.0％）を合

わせた「行動」派が計70.4％と圧倒的です[図5]。今回の

“LOVE DISH”のウェブ動画のように、愛情など想いを行

動でカタチにするには、娘へのお料理作りなどを始めてみるの

もいいのかもしれません。 

   本音ではもっと愛情を伝えたいと7割の父親が回答。言葉よりも行動でカタチにする方が取り組みやすい。 

[図2] 
伝えていない理由 
（上位３項目） 
＜父親＞ 

[図4] 
娘に愛情を 
伝えたいと思うか 
＜父親＞ 

[図5] 
父に愛情を伝える際に 
言葉と行動のどちらが 
伝えやすいか 
＜父親＞ 

「行動の方が伝えやすい」 
計70.4％ 
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娘に愛情を 
伝えていない父  
N=86 

   娘に料理を作ることがある父親は少なく、「そもそも料理を作らない」「娘には料理を作らない」父親が 

   多くを占める。 

 
娘のために料理を作ることがあるかを聞くと、「よくある」

（10.7％）、「時々ある」（19.3％）を合わせた「あ

る」は計30.0％。「料理を作るが、娘には作らない」

（43.3％）、「そもそも料理を作らない」（26.7％）

が合わせて計70.0％で多数派となり、娘に料理を作る

父親は少数派のようです[図3]。 

[図3] 
娘に料理を作る 
頻度 
＜父親＞ 

父全体 N=150 

「娘に料理を作らない」 
70.0％ 

父全体 N=150 

娘に愛情を伝えたい父  
N=108 


